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問い合わせ先 健康対策課　　☎73-1322

任意予防接種の費用を助成します！
　対象となる方、種類は以下のとおりです。任意接種は保護者の希望により接種するものです。

予防接種の種類 対象者・接種回数 自己負担額

ヒブ（Ｈｉｂ）

５歳未満のお子さん
○生後２～６ヶ月で接種開始：３回、１年後に１回
○７ヶ月～ 11 ヶ月で接種開始：２回、１年後に１回
○１～４歳：１回

無料
（全額助成）

小児用肺炎球菌

５歳未満のお子さん
○生後２～６ヶ月で接種開始：３回、60日以上あけて１回
○７ヶ月～ 11 ヶ月で接種開始：２回、60日以上あけて１回
○１歳で接種開始：２回（60日以上の間隔をあけて）
○２～４歳：１回

無料
（全額助成）

子宮頸がん予防ワクチン
　（ＨＰＶ）

中学校１年生～高校１年生に相当する年齢の女子
○３回（１回目の１ヵ月後に２回目、６ヶ月後に３回目）
注）高校１年生に相当する年齢の方については、４月以降

は助成対象外となります。ただし、３月末までに１回で
も接種をしていれば、４月以降も助成対象となります。

無料
（全額助成）

助成方法：
平成23年１月以降の接種が助成対象となります。

●ヒブ（Hib）・小児用肺炎球菌の助成を希望されるお子さんの保護者の方は、母子手帳をご持参の
うえ、健康対策課まで助成券を取りにお越しください。

●子宮頸がん予防ワクチン（HPV）は対象となる方に助成券を郵送します。
●３つのワクチンとも平成23年１月以降すでに接種をされている方は、償還払（上限あり）をします。
　母子手帳、領収書、印鑑、通帳をご持参のうえ、健康対策課までお越しください。

　今年度の特定健診は、もう受けられましたか？特定健診では、メタボリッ

クシンドロームのリスクの高い方を発見するために、必要な検査を実施しま

す。その後、リスクの度合いに応じた支援を行います。

　今年度の特定健診結果はいかがでしたでしょうか？結果を見直していただ

き、『積極的支援』『動機づけ支援』の対象となった方は、保健師や管理栄養

士と一緒に、普段の健康づくりについて、一緒に考えてみませんか？

特定健診を受ける

腹囲やＢＭＩ、
血 圧、 血 糖、
血 中 脂 質、 肝
機 能 の 項 目 を
チェック。

判定・結果通知

メタボのリスク　高⇒
メタボのリスク　有⇒
メタボのリスク　低⇒

＊治療、精密検査が必
要な方は、医療機関へ
の受診をお勧めしま
す。

特定保健指導

⇒積極的支援
⇒動機づけ支援

保健師や管理栄養士
とお話をしながら、
生活習慣の見直しや
これからの健康づく
りについて一緒に考
えていきます。

全
員
に
情
報
提
供

特定保健指導 !!ご存知ですか？

　健康づくりの最新情報
について、特別講座を開
催します。

「自分にとっての元気な人
生」とは？　考えるきっ
かけに参加してみません
か？毎年、大好評です。
【日　時】２月 18 日（金）
　午後１時 30 分～
 午後３時 30 分
【会　場】岩美すこやか
　センター ２階 大会議室
【テーマ】
　健康づくりの最新情報
【講　師】鳥取大学
　能勢　隆之　学長
予約は不要です。

健康づくり
特別講演会の
お知らせ


